


ス敷段昴は撃兵―`tt示されぅ象さ/2π′お `“

環ぐa5″ の商めグラス嫁りの子面永増′翅匡十

人に, J・3X J●たのよ力彰断面の渡′K口 `と りつ

け、30の グスふ氷象こ1(より羞められrt波ム水

`↓ナ奎,イ 猛してた帝17 : (渡ムロより子衝水稽内

に反ムす0.波 火 ロイム紋詢 !き水鳩仏 面 ょりあさイ0

ιぇの片:(∠りつけられ"え放時の手衡水4レK乗は

イタ̀″とす0・ じfく″お て波水ロス埼:よ千

0来′書内の火衝とほゞ`一致していう。

千駒永稽内の7K羞夕|え:ます―ミスアltよ

,て4t,「ヽ。イえ申したす―ミアタlよ外径 3

πれで'あり,そのた歩時間は23経 虔´ι

のK・・ある。図-21オイえ用しrくす―ミスタの

私掟―幾晨猪社●線 ●あわ。平島ネ槽自の

水浪計ラロ1夫は'′彙であリン夫験ヨタ'ドよ

;て温疲の子面0,か0あ らい|よ永兼ォロの

かルtiギ t(サーミスダ′,こここ麦えて竹

"  l < .  t  k ,  l f i r <  f t ; v r  (  r d & . 8 . * a # ^ # . c r i n e l C & l  b  I < h  t < t t t  f  v  - T ' u  L l t & z r y / . r <

反水口より渡ムさせて旱奥ガ熟勝`竹 ら'くり,子 衝水漕肉の表働ラた逮

lよ月、=ザ●矢あと立多ホ艶候すること|(よ,て 計メlι竹クf(.

4.サ ーミスダ|(よう漫疲奪ヤガ1

す´ミスタ:ミよ0ラ■表計ラlllitあトフて:`サ´ミスタのカロ看核城ィこ

パ異する1(め,こ のうロカ形け触くか ,「(プ リップロ“|ヒ満入。試λス

t行 うダ率バあうことは同夭口のことである。し″ヽιリバタタ0興 :く

ヽわようヾサ‐ミスタ頻1えit′寸してこのよ夕び~タオーの夕|た`rす プ

リッジロ鉢ι掟口す0こ とは入脈上あjりじ `し だヽ とではずいの

ロ
ー
I

へｏ
ェ
）
凛
”
■

図 -2

して″図
‐

:くしす(。

ロー2の す― ミスタω看■1山ぶをよ

Rc二 RI cχl(1ち
一
千 )K    O)

(晨 ゎoネ ゎ。rくだし濃疲Tl°およダ T′バ」5りひ相看嘉期に2

R2″Jた KIよカラスす―ミスタのうワ孝衣 であら.

アナロク
・
ゑラ11-`く よ。幾晨懃録r・・は,多|メ1デ

ータとす‐

■■(C・|    で ′本天力しくめtし て:よイ史1110ず
―ミスタaイロ洒承凛植 14模 ら目

嘉」離lri懇 縦曲線 第 しf(ものと'段 膨h(象 め,こ れ夕のフ
い
リッジロ鰺:よ共止 『ものと

う:くホされ夕'ウび史企口“卜色段足して柔敷`行うこと

口が ヘ

R:,

ミ ス

L _」

回 ■ 3

クロ ′゙クパルスイア00夕の

軍兵―I 嘱 水紘縦彙敷渋こハ景

＼

＼

185--2








